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局長となって，これら提詮の実現に努力しつつあること

は周知のとおりである。これに対応して，ラテン・アメ

リカ各国も， ECLAと協力して第1閲UNCTADに際し

では，アlレタ・グラシア惣章，第2問UNCTADに擬し

ではテケンダマ憲章を採\j~ して， 5 ~r ＞・アメヲカの荷
北問題における立場を明らかにし， ！；記2回の会議で

は，低開発国77カ国グループ《の，読むi!t1なメンパーとし

て活隠した。この間，南北問屈をはじめとする，議議事．

済・通商政策問遜に関する，ラテン・アメリカの立壌の

ialil!盤と統ーを目的として，ラテン・アメリカ特B号機器担雲寺

説会（CECLA）が設置され定期的会合をECLA

4警のほかに欝僚および専門家レベルで務催している。
以上のほか，工業，議業， :r.ネノレギー－ ~n察際；汗 3主

主主信，社会護霊等の各方面にわたる研究会主行義参議t

これに蓬づき，セミナーヤシンポジケムを全議し，兵寺本

白'ii'iぷキ穫量童話議も進められた。

ft育・啓重震の喜重では， さらに 1964年に， ECLAの姉

妹機関として，他地域にさきがtJ-て作られたラテン・ア
メリカ社会経済計爾研究所（InstitutoLatinoamericano 

de Planificaci6n Econ6mica y Social-ILPES）も重

要であろう。ラテン・アメリカ各国から若い経済計画・

政策担当官を集め，一年間にわたって， ECLA流の経済

思想、に基づいた研修を行なうほか，各同政府へのアドバ

イザーの派遣，随時のインテンシプ研修コースを主催し

また，最近は独自の研究活動を行なっている。

3. 組畿の概要

ECLAは国連機構上t土他の地域経済委員会（ECAFE,

ECA, ECE）と同様， 国連社会経済規事会（ECOSOC)

の下部機構で， 1968年現主E，加盟国は29カ国となってい

る。加盟国には，南米10カ国（アルゼンチン，ブラジル，

ベネスエラ，チリ，コロンピア，ペルー，ウルグァイ，

エクアドJレ，メラグァイ，ポリピア〉，「i＂米 6カ国，〈グ

アテマラ，ホンデュラス，コスタリカ，ニカラグァ，エル・

サvレノオドル，パナマ〉，メキシコ，キューパ， ドミニカ

共和国の20のラテン・アメリカ諮問，アメリカ合衆国，

イギリス，フランス，オラング，カナダの涼加盟国25カ

国と，旧植民地で最近独立した，ジャマイカ， トリニダ

ッド・トパゴ，グァイアナ，パルパードスの4カ国から

なっている。

ECLA総会は， 1948年の第1回〈サンチャゴ〉以来，

1951年の第4回まで毎年間かれ，後2年に 1回開催され

て旬日1年のカラカスにおける総会で12日を数える。第13
1日］松会は， 1969年5月tこペルーのリマぞ行なわれること

86 

になっている。総会の行なわれない年には，全体委員会

が行なわれる。総会にはわが国からもオブザーパーが派

遣されている。

本稿は「研究機関紹介Jであるので， ECLA事務局の

組織について，詳細に紹介しておくことにし上う。事務

局去のもとに事務局を構成するのは， llfl発調査部，工業

開発部，通商政策部，社会部，）！｛；／士郎，統計i[i＼，総務部

のH認L 天然資源・エネルギー・イログラム、交通ブq
口グラム，ラテン・アメリカ経済プロジェクション・セ

ンターの3塗があるほか，技術援助調整のス担ッフとパ

ブリック・アドミニストレーシ剖ンに関するアドパfザ

ーグループが，事務局長直属となりている。

場鴇局長は，国連本部のアンダー・セクレタリーに対

）忘する要~i訟で，プレゼッシュのあと，ホセ・アントニオ・

7 ヨーブレがー待その織にあったが，ベネスエラの石油

大臣に転出したあとは， 1967年， メキ〆こ1のりルロス・

キンターナが就任し，現在iこで B てし、るι！？ヨーブレ

は，さきのドミニカ紛争の調停役としても活躍したリキ

ンターナは，技術系出身の人であるが，まえにECLAIこ

勤務したこともあって， ECLA事務局の安情に詳しく，

また温和な人格は多くの人のよく知るところである。

事務次長のマヌエル・パノレポアはアJレゼンチン人で，

プレピッシュとともに長い間働き，年次経済報告書や経

済分析の各同シヲーズをずっと手がけてきた人であるυ

ぷ近まで後述するプロジェクシ -1ι . L: ／ゲーのま毛も兼

務L, I 0去や計量経済学にも通じてL、るこL、われるし

ほかに事務準次長のベドロ・メシア fーベ，プログラ

ム・オフィサーの，ホルへ・シャンカグリーニが事務局

長を補佐しているが，いずれもアルゼンチン人て，上記

パIレボアとともに，これら要職がアルゼンチン人によっ

て占められているのは，かつてのプレビツシ斗（アルセ

ンチン人）時代の名残りであろうか。

以下，各部ごとにおもな活動‘ii庁究状況を紹介しよう ω

4. 開発調査部

fHIH:のベドロ・ブスコヴ f•j 千 f Fリ人）は，本来の

•JtP'l は統計γ’であるが， ECLAさ，ての進捗的学者とし

て知られ，かれのもとで所得配分の研究が新しし、プロジ

ェクトとして開始され，また最近加わったこの部の新し

いメンバーには，グッドリー・シーヤーズ？とともに，は

じめて革命後のキューパの経済分析を行なったチリ人の

マックス・ノルフ，昨年までキニエーパ政府の通商担当の

要職にあフfこエクアドル人のラウル・マゲドナド，チェ

ゴスロパ1ア入のジャン・ニヤカルなどがり11わってい



るc

開発調査部iにおし、ては毎年の年次経済報告が作成され

るほか，特別の調査研究プロジェケトも行なわれ，最近

行なわれているおもなものは，弓テン・アメリカ諸国の

所得配分，ボリビアおよびコロンビアの終済政策の研究，

パブリック・七クターの研究（特に税制j)，対外公共援助

の研究，雇用と人的資源の研究などがあるわ

また，すて寸こ出版されたもので興味深し、のは， El、：LA

とラテン・アメリカの経済発展と題する研究で，これは

ECLAなし、しプレヒッシュ的理論の紹介にはじ士り，こ

れに某ノ51.、て，これまで20:i¥＇ュ問に ECLAが行ft. Jてきた

調査研’先を要約し たもので，開発調査内iド？(h¥l!,O〕f二一ノ、

yレ・ピントの手になるものと忠われる 1 f二一パル・ヒ

ントは，チリ大学教授も兼務しており， Fリ経済のii)f究

者としても知られているO またECLAリオテ、ジャネイロ

事務所長を務めたことがあり， 7ラジルの輸入代替政策

に関する研究を発表してL、るo

iう」fこ，所得配分の研究は，すでに叫二年かん開始さAt'

アルゼンチンについては，アルゼンチンl吹がjの CONA-

DEC国家開発委員会）との協力で詳細な研究が完成L

発表されている。メキシコ，ブラジノレ，ベネスエラにつ

いても－部発表されており，またこれr，以外の｜司々 を合

めた比較研究をアニーパル・ピントを中心に行ないすで

に報告されてし、る。

以上のほか，パ「マ政｝／：fの顧11:1をしていた次長び）エリ

ック・カルカーニョ（アルゼンチン人），パプリック・セク

ターの研究をしているアンドレス・クレマン（チリ入〕，

人的資源のツィグモント・スラビンスキー（ポーランド

人〕，国際収支・対外援助などが専門のルイス・ロハス

（ベラグァイ人〕等が開発調査部のおもだ，3たスタップ

とし、えよう。

5，遜商政築部

ラテン・アメリカの地域経済統合，南北問題に対する

ラテン・アメリカの立場の検討，各国の通商政策等に関

する調査・研究・提言がこの部の主たる仕：事で、開発調

査部とともに， ECLAのなかで最も重要な部の aっとFT

えよう。とくに，経済統合問題，南北問題に関しては，

これまでの実績から， ECLAの発言はラテン・アメリカ

各国に注目されており，かなりの影響力を持りているリ

部長のサンチャゴ・マカリオ（アルゼンチン入）は、

関税問題等が専門で GATTにも出向したことがあり，

ラテン・アメリカの工業化と関税水準に関する膨大な調

査研究がかれのもとで行なわれ， 2年ほど古iiiに発表され

－－~－－－－「一一一研安機関紹介

た。音ll長に就任してからは，通商関係会議出席のため多

忙で，研究はなし、が，かれのもとで，ラテン・アメリカ

と凶際通商政策，ラテレ・アメリカと第2回UNCTAD

特に関する文書がまとめられた。

次長は欠員であるが，それに相当する仕事を，コロン

ビア人のニカシオ・ペノレドーモが担当している。かれは

ラテン・アメリカの1次産品問題の専門家で，ラテン・

アメリカの輸出は，今なお1次産品に強く依存している

から，かれはこの部にとって貴重な存在である。

経済統合問題では前次長，ベネスエラ人のアレハン！と

ロ・パワーが中心となっていたが，昨年， ECLAのボゴ

タ事務所長に転出して，最近注目をあびているアンデス

共同市場結成への助言をおもな任務としている。パワー

に代わ，Jて，ウルグァイ人のホワン・ベドロ・アメスト

イが本問題調査研究の中心スタップとなっている。この

分野での最近のおもな研究には，経済統合における比較

的低開発国（後発発展途上国）の問題がある。

雨北問題、国連貿易開発会議対策はここ 2, 3年通商

政策部の活動の中心を占め，部長サンチャゴ・マカリオ

がれん，その調査研’先を行なりほか，上記のニカシオ・

ベルドーモ，フランス人のジャン・ジャク・ジュパン等

がこの問題を担当しているつこの分野では，すでに述べ

たCECLA会議への文書作成も行なっており，また昨年

は， l叫連貿易開発会議に関する専門家会議，本年は，制

忠：問題に関する専門家会議が通商政策部の主催で行なわ

れている。長j庄の活動の中心は特恵問題にあって 第2

l•tJUNCTADでーー応実施の決まった特恵制度を， どのよ

うなものにすれば，ラテン・アメリカに有利か，また実

行に移された場合，どのような製品・半製品の輸出増加

可能性があるかなどの調査研究を行なっており，その成

果の尚iは上記専門家会議に発表されているu

次に，各国の通商政策に関しては，最近の関心は，事会

出振興政策の研究にある。アメリカ人のノレス・ケリー，

イギリス人のフレデリック・グローパーがこれを担当し

ているが，これは， Hi：年のCIES会議にてラテン・ J)

リカ輸出振興センターの設置が決定されたこと， UNC同

TADと仙1¥_TT、の共！日1で地域こ、との輸出振興機関の設

置が計画されていることに刺激されたためと思われる。

グローパーは新L，、スタップであるが，ルス・ケリーは

ラチン・アメリカの経験が長く，経済発展と貿易に関す

るオーストラリアとアルゼンチンの比較をしたユニーク

な研究はわれわれの関心をひνたη
主らに為替・関税政策等に関しては， アルゼンチン人
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でもとCONADE総裁，アルゼンチン中央銀行理事の経

歴の持主のベlレナノレド・グリンスフ。ン，チリ中央銀行に

いたアノレフォンソ・イノストロサなどが担当している。

とれらの活動のほか，毎年7, 8月の2カ月にわたっ

て，通商政策研修コースを通商政策郎内主催で開き，同

官官スタッフの全力を動員して， ラテL ・7メリカ各国の

t'iい通商政策担当官に，この分好における理論的・実際

的な研修を行なっているe

なお，ラテン・アメリカの経済成長に関する著者で有

名なアJレベルト・バルトラは昨年まで通商政策部のスタ

ッフであったが，チリの上院議員当選とともに辞任した。

また，ラテン・アメリカ自由貿易連合（ALALC）との

関係でおかれているモンテビデオ事務所は，その仕事の

性質上，通商政策部と密銭な関係剖：J'うている。所長は
アルゼンチン人のオJレトーニョで， ALALC事務局への

助言等を行なっている。また最近， ALALC域内のヱ業

統合問題が関心を呼んでおり，工業開発部所属であった

イスクエが， ECLAモンテビデオ事務局に転出した。

さらに，特別研究セクションが設けられており，ニュ

ージーランド人のプレイスウェイをセクション・チーフ

に通商政策問題に関連したテーマの研究を行なってい

る。さきに， ALALC結成後の域内貿易拡大の効果の研

究を行ない，その後，各国貨幣勝n:JJ比較の研究を行な

って司それらの成果の一部はすむに発火されている。現

在この成果に基づいて， ド／レ表示での音＼li11'rn1J国民総生産

の分析を行なっている。

6. 工業開発部

ブラジノレ人ヌノ・フィグィレドを部長とするこの部は

産業別にセクションが分かれている。 ECLAにおける工

業化の提言は古く，プレピッシュ自身も， 1次産品特化

の不利，工業化の必要を早くから唱えてヤたが，具体的

な産業別の研究も1950年代はじめからすでに着手されて

いる， 1952年， 56年には，製鉄業に関する専門家会議が

P円かれ， 1954年には，紙・パルプc産業にf還する専門家会

議が開かれている。

しかし，工業開発分野の研究は， 196,1年 BIDの資金

援助のもとに，同銀行， ILPES,ECLA三者の共同プロ

グラムが開始されてから，より本格的，より系統的なも

のとなった。最も代表的な研究は，ラテン・アメリカの

工業化過程に関する総合的研究で，ラテン・アメリカの

工業化を多角的に分析している。このほかこの部の調査

研究の関心は，ラテン・アメリカの経済統合との調達か

f，規模の経済と生産コストの間程に；！＞， I')＇一部の産業
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についてはすでにその成果が発表されている。また，製

造工業品の輸出可能性の問題にも特に関心が払われて各

国JJIJの研究が行なわれUNCTADの文書として発表され

Tてο

-I;, r生業日lJにラテシ・アメリカシ’）；五菜の概要と出題

点と今後の民望についての調査研＇J＼；も進められており，

その1主要性から特に詳細な各国j;IJの分析が行なわれた繊

維産業のほか，製鉄，機械，金l氏化学， 1iil11化学，肥

料等の産業部門についてはすでに研究が進み公表されて

いる。いずれも，産業の既存能力，投資計画，市場研究，

技術的側面における問題点，生産コストの問題等広レ範

聞に及んでいる。

前次長のマルコ・ポルネル（ボリビア人）がUNCTAD

事務J.,1に転出したあと，チリ入のロベルト・ ＇？ J・ fウス

がこの職についた。ほかに，製鉄業のうモン・スワレス，

化学産業のぺテfパス，繊維産業♂）主ペラブィつをは℃

め， γノ，ピィファーニ，ロイン L 下A, ，＇.ゾ勺ル等が

工業開発部の主要なスタップであ心。

7. 幾業部

チリ人のヤコフ・シャタンを部長とするこの部は，

FAQと共同で調査研究をすすめている。部の規模は小

さいが，ユエークな興味深い研究が行なわれ・n、るJ
これまでの調査研究のうちで長も主要なのは，主要国

のコーじ一生産の研究と牧斉の｛iff冗で、。1ijずれとっし‘て

は， プラジルラコロンピア，エノL・1／ルPミドルにつL、て

完成L，災者一については，ブラジ IC、 .1 " > L f，キュ

ーノ＼ メTシコ， ウJレグァイ，，＜れス：r:7がう己1,x.してヤ

る。一方，毎年主要農産品の生産状況，価格水準，流通

機構等のサーベイを国別に行なっており，婆約は年次経

済報告に含められている。

この部の最近の関心は三つある。第 lは農地改革の問

販で、竺jc/:t早くからの ECLAの関心事であったが，

1961年に、農地改革に関する研’完を治夫L、モび〉後FAO,

BID, OAS"/f：とともに，米州農業開発委以会（CIDA〕を

結成し、 CIUAを通じて，農地改革tこ！問主すノユ諸問題の

調ft研究にl!iり組み，一部はすぐに1ぷy丸して、をの要不j

は年次経済報告に含められている。

第2は，ラテン・アメリカの経済統合問題において最

も困難な問題の一つが農業問題にあることから，経済統

合と農業問題に関する研究も進められてL、心。

第3に，これと関連して， H巴料，農業機械その｛也の
a日Ij仁‘【1

＇；；＇スケツフ lt，シJヤケンのl王カ、、 .1 IC ；：－， 、ス、 スミス，
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カニョン，オノレトワーロ憾である。

8. 社会部

が闘の福地崇生氏が参加されており，上記の仕事：への協

力のほか，ブヲジルの地域モデルのfr戒を行な 2てお「〉

マ－c＼・いウルフを，；i¥kと1る社会li1:iJ, lli>f，ラテ れる。ほかに，寸ランダ入のサン 7 （ー，ブラジJc人の

ン・アィリ ）Jにおける H凡ialtrendsと品1iJ-ふ ー般的趨 γルベスなどが一二このスタッ・；・rめる；

勢に関ナる報告を作成して，Jj当述本部の作成ナ，ふ RcjH1rl 11 .天然資源およびエネルギ叫に関するプログラム

on the iVorld Social Situationに発炎するほか，以 i、 アルゼンチン人のドルブマンを中心として，唱力， ；）＜.

のような多以1分野の引＇i）＇がilliめられていら（これらの J山町、石油のグ〉の分野が， lとLて調査研究さjLてし、

報告は咋l"Ji<会議や ·I• ; -J・ーを開催しζA；阿主主れる。 Jふ電力については1961年以来， ECLAの主催または段

]955年以米すーεに101日Jj迂くの会議が，これらの分野Iこ問 機で五つの専門家会議が行なわれ，なかでも昨今ムのリ叩

してECLAによって主催されてL、る。 における電力供給計画に関するセミナーは重要なもので

教育問題と経済発展に J＇）いては部長ウルブ自身やソラ ある。

リ等にJ、Jぺ h/1究され，｝上く採告書が公大される。コロ 方，氷資i［！－；（（こ Jべ、ては多数のぷ丘団を派遣し、いく

ンピア人cl).，ペン・ウト I）γ合中心とす心 .7，：..ープは， つかの国についてLtすでに報告主が発表されてャ，ム J ま

住宅政策問題をずっと担当しており，設近住肘貨に関す たイj油に関する調査研究はごく設近開始されたものであ

る研究をまとめている。都市化の研究は各附別に行なわ るが，ラテン・アメリカにおけるその重要性からその成

れ，これはγ ょーバyレ.y，、ノ等の担当すっ：2ところであ ＇~＇:;1，：期待されている巴

る。人l1 H¥J:LQ c・は，同じく i九〆チヤゴ1こJ;f/1•/i ：＂，＿’おくラ 12.交通達事会プログラム

サン./ ・' ') '1.入1-lセ乙〆－ 1,CELADEJよ山山銭な協 < lAS事務jイとの協力のもとい，がi織的研究かl出始、ょ

力のもとに，セサルラベテエス等が担当し，故近，ラア れ， 1964年には， j毎上交通・鉄道・航空に関する大古~Iの

ン・アメリカの人Ilの；長期予測を完成l／こ｝ 総合的報告書が完h止し，以来，ラテン・アメリカの交通・

社会部がli土疋非常に関心合作っているi ・,,J, COill・ ：自治問題の調HM叱がつづけムれてl、るの鼓近のl¥'1心7

munity de, elopment l二「:h]J・ヨ問題で， I!)!1.l'j,:,'ff済発／.f -iはごつあり， ιつは， i司；皇民リ開発会議と川VJ.，主と

全体のなかでの communitydevelopmentアロジュY 問題となってu、るi似上運賃問題，特に海運｜ロj盟の｜悶4也む

トの位置づけ，（~）それに必要な人材養成の問題等に特に あり，他の一つは，ラテン・アメリカの経済統合の大さ

注目し，来年はじめに行なわれる community《levclop・ kキックとなっでいる，交通・運輸問題をどのように解

mentに聞する Inter Agl't1，‘y Regional l¥Icdin去に先i ，）としていくかとL、う問題であるt ff_;: I片についてIt1-りと

する報告古川：1,li:をJ急いて：' 、ふ ALALC諸国との運送の研究が終，；l,，，ており， 1)ij古4に問

9 統計部 しでは，第2回UNCTADに際して，海上運賃問題に関

オランダ人クヂスタブ・ロブを部長とずるこの部は， ずる報告書を作成している。部長ジュレス・デコックの

ECLAびJtcかでも規朽の大きい部の－－ , C lt.111:;所得数 ほか，ジェンス・キント，ロノしート・ブラワン土庁；抗

定，重要来初c,,1-今貿易統計， 人ii社会統，H-,にた統，H・のJ,: ｛／）プログラムの主奨スタップである i

つの謀に分かれ，おのおのU・t，クシヨン・ fーブをおb‘ 13.主要出版物

ているυ 創立以来1968年のはじめまでの，文誉出版点数は842

各部への統計作成提供のサービスのほか，独自で統計 liにのぼる。調査研究のおもなもの，興味深いものはだ
集を半午に」［＜＇i］まとめてLL＇，似し （Stah,・/i, ,,! Rulletin L、たいすでに各部日！Jの研究状況に関連して触れたが、 二

for L<1tin . ＼川erica），土／二、九国の統計jfl：片山γjセミナ れらはいずれも独立の出絞物としてか，定期刊行物の‘

ーの開催，統計；専門家の派遣などを行なっている。 世Jiとして出版ないし出版される予定のものである。

10.ラテン・アメリカ経済プロジェクション・センタ一 一般にECLAの調査研究は，はじめガリ版刷で配布δ

これば，開発調査部の A 部であったが、 JC)同年より独 れ，その後修正を経たあと，独立の出版物としてか，i'fiい

立したの斗分、i主スペイ〆人（りソヲンシス 1 ・rプリンで ものの場合t土 1':conomicBulletin .for・Latin,'1111,.,.ic・,1 

独立して以後3年間， ECLAi:－デルを作！戊レて，経済成 に収録される。研究の段階ではほとんどスペイン詰であ

長の予i)l!Jや， トl. -F＇ギャ yプの予iJ¥11者’行Ii.‘l円、ン，，， らが，！日版される時は，英語，ス，ミf: ;7fの阿方が用芯3

スタッフには，アソリ〉のほか，！ti：｛干11)］こられたわ れることが普通であるが，スペイン話のみの場合もあ
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る。 リ－；ぞれ統計を得ることができる。特集編では，ラテン・

定期刊行物で最も前委なのは年次経済報公（ι切110111i,' アメ，.1カの製造I；業品輸出とか，国民所得勘定とか，各

Survey of Latin 11叫erica）で， 400ページ近い大部の 分によって異なる分野の統計が掲載される。

もので，総括編，各国編，産業編の3部に分かれ，また この立つの定期出版物のほか， ECLAの主催する会議

（｜によて｝ご司特集テーマを巻末に合めることも多い。 j止 の1,x:1-1ミ，近刊出版物の内容等を紹介する，速幸量的な，プ

勾：5月から 6Jjには発表され，前年末までの統計の推定 レス・シリーズ， Noticiasde CEPALがあり，また，

資料に基づく分析が行なわれるので，内容が他のラテン・ 毎年；： 1!!J Progress Rψortが作成されて， ECLA内の

fメリカ経済に関するIll版物に比較して新しい点も評｛1ili 各部の活動状況を報告してし、＜＇.，＇

されている。この全文が発表される前に毎年4月にその 14.おわ り に

聖書約も出版されている。 ノ？凶は， ECLAのメキシコ支部，および計凶研究所

Econo川i,Bulletin jo1・Latin,lmerica iJ /ii: 年2i"I (ILl'ES）にふれふことができなかった。 1¥1j者は，かな9

ll 11版され， ECLAの定要活動状況の要約と， 5, 6編く 大さな事務所で，しかもメキシコにあるがわたくし自身

らいのラテン・アメリカに関する研究論文，調査報告が 訪問する機会を得てし、ないので紹介しなかッた。また

ぬ載さ才l.＞ふ 1LPES比姉妹機関であるとはいえ，性格も異なり，

Statist irn! Bullet i11 for Latin 1lmeric,1ι年2凶の ECLAとは一応独立しているのごふれなかったが， ζれ

出版で，必ず均一般統計，各国別統計，特集に分かれ， らについての紹介は別の機会にゆずることとしたい。

IJIJ二者に問しては， ／！｛：期同じ方訟に葱づいたタイム./ （、，・，m定所殺上i・ECLA勤務 細野郎防）
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